



















本格的な研究、及びそれを含むものとしては次の 4 つがある。Christoph Zimmermann-Wolf, Einander 
beistehen: Dietrich Bonhoeffers lebensbezogene Theologie für gegenwärtige Klinikseelsorge (Würzburg: 
Seelsorge/ Echter, 1991). Heinz Rüegger, Kirche als seelsorgerliche Gemeinschaft: Dietrich Bonhoeffers 
Seelsorgeverständnis im Kontext seiner bruderschaftlichen Ekklesiologie (Bern u.a.: Peter Lang, 1992). Sabine 
Bobert-Stützel, Dietrich Bonhoeffers Pastoral Theologie (Gütersloh: Chr. Kaiser/ Gütersloher, 1995). Peter 
Zimmerling, Bonhoeffer als Praktischer Theologe (Göttingen: Vandenhoeck & Ruprecht, 2006).      
2  Zimmerling, a.a.O., S.138ff. 例えば、婚約者と離れた場所で兵士としての日々を悩ましく過ごす盟友
E. ベートゲに対しては愛をめぐる示唆にあふれた手紙を獄中から送る。　　
3  Ebenda, S.142f. 例えば、労働者の多いベルリン・ヴェディング地域の堅信礼準備クラスではそのメン
バーが祝祭で用いるための衣服をも世話し、またナチ当局によって「ユダヤ系」と判別され職を失う
危機に見舞われた者へは新たなポストを得るための手助けを惜しもうとはしなかった。
4  Ebenda, S.143ff. 例えば、牧師研修所の教え子の爆撃による死に際しては共に学んだその同窓たち・親・
連れ合いに対する配慮と慰めにあふれた手紙をそれぞれに記している。









































































6  DBW14 (=Dietrich Bonhoeffer Werke Bd.14), S.113.
7  DBW14, S.554-588. 
8  プロテスタント教会の牧師研修所は大学神学部での研究・教育とは区別される教会立の教職育成機
関であり、1928 年以降、古プロイセン合同教会において牧師になろうとする者は牧師補試験と牧
師試験の間の２年間のうち半年間をそこで過ごすことを義務付けられていた。Otto Dudzus/ Jürgen 
Henkys, “Vorwort der Herausgeber”, in: DBW14, S.2ff. Eberhard Bethge, Dietrich Bonhoeffer: Eine Biographie 























10  DBW14 に記録されたものとは異なって、1935 年夏学期の課程においてボンヘッファーは既に牧会
学の講義を行っていた。Zimmerling, a.a.O., S. 153. DBW14, S.1054ff.
11  DBW14, S.554-588. (12.1. “SEELSORGE” MITSCHRIFT 1935/36)
12  DBW14, S.589-591. (12.2. ERWEITERUNG DER VORLESUNG ÜBER SEELSORGE. MITSCHRIFT 1936)
13  断っておくが、本稿において基本的な資料として用いられる DBW14 に所収される牧師研修所での
牧会学の基本部分の記録（12.1.）においては kerygmatisch および kerygmatische Seelsorge の語は直接
には用いられていない。しかし、以降の研究者たちによってはボンヘッファーの牧会構想はケリュ
グマ的な牧会およびディアコニー的な牧会の二つの側面によって区分され説明される。DBW14, S.556, 
Anm.6. Bobert-Stützel, a.a.O., S.255ff. Zimmerling, a.a.O., S.154ff.
14  尚、牧会学講義の基本部分（12.1.）に続いて所収される 1936 年夏学期の「告解」に関する拡充（12.2.）
の後もこの主題は更に展開されている。DBW14, S.749-755. 
15  DBW14, S.589.
16  この点はこれまで繰り返し確認されている。Bobert-Stützel はケリュグマ的牧会とディアコニー的牧
会の関係付けと告解についての考察をボンヘッファーの牧会理解の特性ないし中心的なものとし、
さらに講義の「服














































17  DBW14, S.555f.
18  DBW14, S.555.
19  DBW14, S.556.「牧会は個々人に対する唯一の慰め、助け……である神の告知である」。
20  Ebenda. 強調は引用者による。






















・ ・ ・ ・ ・
保なしに神の言葉
に自らを引











・ ・ ・ ・ ・
者は聴き、牧




22  DBW14, S.559. 強調は引用者による。
23  DBW14, S.557.
24  Bethge, a.a.O., S.274.（邦訳『ボンヘッファー伝』２、新教出版社、1973 年、103 頁）。Zimmerling, a.a.O., 
S.142.
25  DBW14, S.560f. 
26  DBW14, S.560. 強調は原文による。
27  DBW14, S.558.
28  Ebenda.






































・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
だまったく神によってなる」32。牧会者は出会うようにされた他者の困窮
を前にして自らに与えられた牧会の務めに力を注ぐ。後に見るように、そこでは聖書
30  Helmut Tacke, Mit den Müden zur rechten Zeit zu reden: Beiträge zu einer bibelorientierten Seelsorge 
(Neukirchen-Vluyn: Neukirchener, 1989), S.76f. Peter Zimmerling, a.a.O., S.155f. 
31  Bobert-Stützel, a.a.O., S.280ff. Zimmerling, a.a.O., S.157. 






































て見出される新たな課題に対する意義をも併せ持つ。本稿の脚注 117 をも参照。Bobert-Stützel, a.a.O., 
S.280. Zimmerling, a.a.O., S.171ff.
35  DBW14, S.555.
36  DBW14, S.558.
37  DBW14, S.555.「牧会の委託は告知の使命を持った牧師に与えられている（按手の誓い）。」
38  DBW14, S.559. 補足は引用者による。引用箇所は次のように続く。「そして、彼がこれを分かち合う
限りにおいて牧師に。」
39  DBW14, S.558f. 































41  DBW14, S.559.
42  ボンヘッファーの牧会学講義においては多様な人々との協働の側面よりも牧師に対する牧会の委託
が確かに強調されており、Rüegger はその牧会理解に「牧師 - 権威主義的な行き方」を見出し、「兄














































44  DBW14, S.565.
45  Zimmerling, a.a.O., S.160.
46  DBW14, S.587. 
47  DBW14, S.562. 強調は原文に、〔 〕内の補足は引用者による。
48  DBW14, S.562.

























・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
えられた訪問の祈りと聖書朗読を通じては、
実








50  DBW14, S.587.
51  出版されていない遺稿に拠る表現。本稿が参照している Bobert-Stützel の研究においては多くの同様
の資料から検討がなされている。Bobert-Stützel, a.a.O., S.281. 
52  DBW14, S.562f. 文脈を考慮して省いたが、全文は次のようになっている。「人
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
間は決して直接には・
無
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
媒介には出会うことがなく、む
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
しろ祈りと神の言葉を聞くことを通じての
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
み出会うのである。」強
調は原文による。
53  DBW14, S.562.「共にいてください、助けを与えてください、という神に対する絶え間ない祈りをもっ
て牧師が聞き、語ることなしに、牧会的な対話はあり得ない。聖霊の助けを求める絶えざる祈りの
中で他者が神の前に立っていることを彼は自ら知るからである」。
54  DBW14, S.572. 強調は原文による。
55  以降、一部引用されるが、例えば「聖書」に関連しては次のように述べられている。「具体的な状況
全体に関する理解と聖
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
書的な慰めの豊かさの充満によってこそ」牧会は進められる（DBW14, S.559. 
強調は原文による）。「聖






信仰を通じて良心を自由にし、平和をもたらす。C.E. ブラーテン「律法（法）」、および W.R. ボーマ
ン「律法と福音」『世界 説教・説教学事典』（W.H. ウィリモン / R. リシャー編、加藤常昭 / 深田未来
生日本語版監修、日本基督教団出版局、1999 年）、538-543 頁。









































・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
の他なる人間の
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
救いが危険にさらされている！そ
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
こで一つの具体的
な





































Peter Zimmerling, a.a.O., S.164.
67  DBW14, S.559.
68  DBW14, S.572. 補足は引用者による。付言すれば、ボンヘッファーの牧会理解において生活の場ない
しその訪問が重視されるのは「家





69  DBW14, S.573. 補足は引用者による。別の表現では次のように言われている。「兄弟の家は牧師とし
ての自らの限界でもある！」（S.573）。




・ ・ ・ ・ ・
頼の問題は
……罪





































72  DBW14, S.565. 強調は原文による。
73  DBW14, S.567.
74  Ebenda.
75  DBW14, S.572. 強調は原文に、補足は引用者による。






































78  Zimmerling, a.a.O., S.165. 
79  DBW14, S.575f.
80  DBW14, S.575ff.
81  DBW14, S.576ff. 
82  DBW14, S.579.
83  DBW14, S.577.
84  DBW14, S.579.
85  DBW14, S.579. 補足は引用者による。
86  DBW14, S.580.






























88  DBW14, S.581, Anm.87. Zimmerling, a.a.O., S.167.
89  DBW14, S.580. この考察に際してはマタ 8:17、イザ 53:4 を参照するように言われる。
90  Ebenda. 補足は引用者による。
91  DBW14, S.581, Anm.87. Zimmerling, a.a.O., S.167.







































 97  DBW14, S.583.
 98  DBW14, S.582.




101  DBW14, S.584f.
102  DBW14, S.585.






い。Zimmerling, a.a.O., S.169. DBW14, S.585.

























105  Ebenda. 
106  DBW14, S.586, Anm.106.
107  DBW14, S.587.
108  DBW14, S.587f. 














































113  DBW14, S.588. Anm.109. Bobert-Stützel, a.a.O., S.140ff.





究会、2004 年 3 月。















117  ライプツィヒ大学神学部で牧会学を重点にして実践神学を講ずる P. Zimmerling は、そのような牧会
学的な発展を経た今日の牧会の課題を、何よりキリスト教の牧会の固有性が多面的に不確かになっ
ている点に見る。また、20 世紀後半のアメリカの牧会学・牧会カウンセリングの領野における著名
な研究者である C. V. Gerkin は、その発展の過程で生じた論点として牧会の個人化、特殊化、倫理
的観点を棚上げした上での受容や赦しの強調等を挙げ、それらへの反動として教会共同体のケアの
観点や牧会における倫理的な観点の確保等の必要性が生じた過程を取り上げる。Zimmerling, a.a.O., 
S.173ff. チャールズ ・V・ガーキン『牧会学入門』日本キリスト教団出版局、2012 年、特に 96 頁以下。
尚、その由来と経過こそ異なるものの曖昧な牧会の理解という現実は日本の牧会現場でもとりわけ
共有される事項であろう。翻ってボンヘッファーは牧会を必要とする者の信仰と告知の次元を強調
し、牧会的な共同体のイメージのもとでの協働の可能性を確保する。そして、福音の使信と共に信
仰における戒めの意義を明らかにし、その信仰・牧会の実践領域を疑似ルター主義的な二王国論の
枠組みに留めず政治社会の領域に開放する。
